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     弘法の井戸 

 多那地区にかかる望郷ラインの石戸 

大橋の下に石戸新田という集落があり、 

カスリン台風の被害によってそこでく 

らしていた人たちも赤城の原（多那地 

区）で生活するようになりました。 

 石戸新田には、諸国を行脚していた 

弘法大師がこの地を訪れ、人々が水がなく苦しんでいるのを

見て、巨石に杖を刺したところ水が湧き出たといわれている

「弘法の井戸」が今もあり、水をたたえています。 

 石戸の地名は、石の間から水が湧き出し、その石が戸のよ

うに大きかったので、石戸とよばれるようになったといわ

れ、井戸は人々の「命の水」として長く利用されてきました。 

南郷の曲屋 

 「南郷の曲屋」は、旧鈴木家の住宅で、熊野神社を建立す

るため神官として紀州よりこの地に来て、定住しました。 

 鈴木家は代々名主をつとめ、検地などで訪れた役人が逗留

することもあり、屋内には付け書院、帳台構えなどが設けら   

れて         れています。 

           主屋は、東北地方の民家に見られる

曲がりや形式で、突起部分は馬屋とな

っており、県内でも貴重なかやぶき屋

根の本格的曲屋です。 
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９月定例市議会は３日に開会し、市道路線の認定、沼田市会計年度任用

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の制定、沼田市森林環境譲与税基金

の制定についてなど条例制定３件、消費税の増税に伴う公共施設等の利用

料金の引き上げなどをおこなう沼田市行政財産使用料条例等の一部を改正

する条例、旧沼田貯蓄銀行設置及び管理条例の一部を改正する条例など条

例改正１１件の条例改正、平成３０年度沼田市一般会計及び特別会計７件

の歳入歳出決算の認定、令和元年度沼田市一般会計補正予算と５件の特別

会計補正予算などが提案され、審議される予定です。 

 一般質問は、９日から１１日までの３日間おこなわれ、大東議員など１

２人の議員がおこないます。 

 議案審議や一般質問など本会議と決算審査特別委員会は、テラス沼田５

階の議場で開かれ傍聴することができます。（開会は午前１０時） 

大東議員の一般質問 

１、 消費税について 

・消費税増税の影響と見解について 

２、 子育て支援について 

・幼児教育・保育の無償化について 

３、 高齢者福祉について 

・一人暮らし老人対策について 

※大東議員の一般質問は、１１日の４番目で午後２時３０分ごろからの予

定です。（質問開始予定時刻は、前後する場合があります） 

（質問開始時刻は、変更になる場合があります） 

 

 
 「沼田市ゆかりの芸術家 蘇るアーティスト事業」の

第５弾として日本画家の塚越岳展が、８月２２日～２７

日まで歴史資料館企画展示室で開かれました。 

 塚越岳は、大正３年（１９１４）太田市に生まれ、沼

田中学、渋川高校、沼田女子高 

などで教師として勤め、昭和４ 

８年（１９７３）「岳美会」を 

発足し、主宰となりました。 

 塚越岳は、沼田八景の「鐘楼 

の春宵」を描きました。 

 上原町は８月２５日、町民の新しいつどい・交流の場

として「上原ふれあいサマーフェスティバル」を開き、

子どもから高齢者など多くの人が楽しみました。 

 第Ⅰ部は、「あつまれ！子どもたち」として、ゲームや

二荒太鼓の演奏、フラダン

ス、マスのつかみ取りがお

こなわれました。 

              夕方からの第Ⅱ部では、

民謡ステージ、歌謡ショー

などがおこなわれました。 


